
令和元年12月16日発行

台風19号でも稼働した焼津東部排水機場を

焼津水産高校の生徒が見学しました

大雨による農地の湛水被害を防ぐため、焼津市浜当目に設置されている焼津東部排水機場を、令和元年11
月13日（水）に静岡県立焼津水産高等学校海洋科学科の生徒が見学しました。

焼津東部排水機場では、平成27年度から県営ストックマネジメント事業により施設の長寿命化を図っていま

す。
設置後50年以上経ち、交換部品が手配できなくなっている排水ポンプを更新中ですが、旧エンジンは船舶用

を流用しており、50年稼働しているものは珍しいため、「更新前に船のエンジンを学んでいる生徒に見せては

どうか」と地元の管理受託者から話があり、今回初めて、船舶機械を学んでいる生徒を現場に招いて見せるこ
とになったものです。

生徒20名は現場で新旧のエンジンポンプの稼働状況を見学し、受注業者に熱心な質問をしていました。

農地の湛水被害防止のための施設ではありますが、地域のインフラの一部としての役割を担っており、先日
の台風19号でも湛水被害軽減のために長時間稼働しました。

今後も様々な機会を通じて、ＰＲしていきたいと思います。

〔焼津東部排水機場〕
設置目的：焼津市北部地域の平地農地の湛水被害防止
設置場所：焼津市浜当目1-622-1（JR東海道本線瀬戸川踏切の北側に隣接）
建 造 年：昭和44年（1969年）
改修事業：平成27年度～令和2年度

県営水利施設等保全高度化事業（旧ストックマネジメント事業）
管 理 者：焼津市（東益津湛水防除管理組合に管理委託）

水土里

第16号 メールマガジン

志太榛原農林事務所農地整備課 5-106-3459

志榛

メールマガジン「水土里」とは？
静岡県内の基盤整備や施設点検の状況、

農業農村整備に関する研修会等に関する
情報をお知らせしています。

Ｗｅｂページはこちら↑
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牧之原市朝生原地区で茶園集積計画作成のための
契約会を開催しました

牧之原市朝生原地区は、農地中間管理機構関連農地整備

事業による茶園の基盤整備を目指しています。

今回、地権者から機構に貸し付ける集積計画の作成を、
令和元年11月12日(火)～21日(木)の間の延べ6日間で行
い、120名あまりの地権者のうち100名を超える方から集
積計画書に署名押印をいただきました。

残りの地権者の方については、基盤整備検討委員の協力
を得て集積計画書を作成していく予定です。

今後も、当所では、牧之原台地の茶業振興に向け、農地
部門と連携し活動していきます。

志太榛原農林事務所生産振興課 054-644-9214

志榛

土地改良事業完成記念碑竣工祭・除幕式が

開催されました（高根西部塚原地区）

令和元年11月27日（水）、御殿場市塚原地区にて

土地改良事業完成記念碑竣工祭・除幕式が開催され

ました。
高根西部塚原地区は、平成21年の事業開始以来約

10年をかけて完成し、66ha余りのほ場が整備されま
した。

記念碑は２基で、新東名の工事で発見された大き
な岩を２つに割って加工したものです。

当日はあいにくの雨でしたが、当所からは、塚本
所長がお祝いの言葉を述べさせていただきました。

今後は、土地改良区の解散に向けて手続きを進め
ていくことになります。

東部

東部農林事務所用地管理課 055-920-2163
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都田小学校の児童が都田川ダムの見学に

訪れました

令和元年10月29日（火）、都田小学校４年生13人の

児童が都田川ダムの見学に訪れました。

はじめに、農林事務所の職員から、都田川ダムが持
つ「洪水調節」「農業用水」、そして「水道用水」の
３つの役割について説明を行いました。

ダムの説明の後は、高低差57ｍの監査廊（ダム内部
のトンネル）に入り、子供たちにダムの大きさを体感
してもらいました。

質問の時間を設けると、次から次へと手が挙がり、
子供たちも最近頻発している豪雨による災害に関心を
寄せていることがわかりました。

今後も見学会を通して、多くの方々にダムの役割に
ついて広報していきます。

三方原用水リニューアル工事中！（管更生工事開始）西部

西部

西部農林事務所農地整備課 053-458-7227
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西部農林事務所農地整備課では、天竜川の秋葉ダムで
取水した水を浜松市の約3,300ｈａの農地へ供給してい
る三方原用水支線水路の更新事業を平成28年度から実
施しています。

三方原用水は、浜松市の多種多様な作物栽培に利用され
ており、長期の断水が難しいため、ファームポンド容量
で供給可能な11月から2月に「３日断水４日通水」（１
週間のうち火曜日～木曜日の３日間断水）を繰り返し、
水路のリニューアル工事を実施しています。

このため、三方原用水の根洗用水路では「３日断水４
日通水」で施工ができる既存管の中に新たな管を作る管
更生工事を実施します。

今後、年明けまで毎週、実施地区で同様の工事を行っ
ていきます。

西部農林事務所農村整備課 053-458-7225


